
  

 

 

 

今年の花粉飛散量は少ないかも❓ 
ウェザーニュースによると、2024 年度春の花粉飛散量は広範囲で平年並み～平年を上回

る予想です。山梨県では 2023 年の飛散量は平年・前年を大きく上回りました。 

このため、2024 年は飛散量が少なくなる「裏年」になると見込まれているので、2024 年

の飛散量は 2023 年の６０％、平年の１１８％になると予想されていて、大量飛散の翌年に

あたるため前年に比べると少なくなるものの、夏の高温・多照が影響し、平年に比べると

同程度かやや多くなる予想です。 

 特に晴れて風の強い日には大量の花粉が飛散するため、しっかりとした花粉症対策をし

ましょう。 
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能登半島地震に被災された皆さんが、一日も早く安心して

日常生活が送れるようになることを願ってやみません。 

何気ない日常が遅れることが、どんなに幸せなことか実感

できましたね。 

 



インナーマスクで花粉を 99％カットできます。 

インナーマスクをすると、市販のどんなタイプのマスク（不織布マスク）でも 99％以上の

花粉が除去されることが実証されています。 

 

 

 

 
     

花粉症に朗報です！ 

 

①花粉症はがん発症リスクを低減させる 
  がんは日本人男性の 3 人に 2 人、女性でも 2 人に 1 人が罹患する「国民病」で、花粉症も 

日本人の 4 割を悩ませています。 

がんは全体で約 6割、早期であれば 9割が完治しますが、花粉症は一度発症すると完治はまれ、

厄介な病気です。 

がんは遺伝子の「経年劣化」と免疫力の老化によって年齢とともに増える病気ですが、一方、

異物に対する免疫の過剰な反応である花粉症は、最も多いのは１０歳代で、年齢と共に免疫力が

低下するので有病率も低下し症状が収まってきます。 

  過剰な免疫反応が起きている花粉症の人では、がん細胞を未然に退治してくれる「免疫監視機能」

の働きが強まっている可能性があり、がんの発症リスクが減る可能性が国内外の研究で指摘されて

います。（特に最強のがんといえる、すい臓がんのリスクが低下するという研究結果が増えている） 

  日本でも群馬県に住む９千人の中高齢者を対象に行われた調査で、花粉症を発症していると、

がんによる死亡率が約半分になるという結果が出ているそうです。 

  日本経済新聞（2023 年 3 月 22 日夕刊）東京大学中川恵一特任教授のコラムより引用  

②花粉症対策が閣僚会議で正式決定される 

  2023 年 5 月 30 日に岸田総理大臣・野村農林水産大臣らが出席した花粉症対策の関係閣僚会

議内で、多くの人を悩ませる花粉症の解決の道筋をつけるとのことから、『10 年後に（令和 15 年

度）スギの人工林を 2 割程度減少させるなどの対応を進めたうえで、30 年後には花粉の発生量

の半減を目指す。』と正式決定されました。 

 

インナーマスクの作成方法 

材料：市販のガーゼと化粧用のコットン 

①ガーゼを縦横 10ｃｍ程度に切り、2 枚用意する 

②化粧用のコットンを丸めて、1 枚のガーゼでくるむ（インナーマスク） 

➂市販の不織布のマスクにもう 1 枚のガーゼを 4 つ折りにしてあてる 

➃鼻の下にガーゼでくるんだコットン（インナーマスク）を置く 

⑤➂のガーゼを当てたマスクを装着する 

⑥息が苦しい場合にはコットンの厚さを半分にする 

＊マスクやインナーマスクは毎日交換することが推奨されています。 


